




  

研究とは、自らのなかにある問題意識を丁寧に育てていくことです。 

「アジアのがん」という、あなたの研究課題とは異なる分野との遭遇のなかで 

あなたが進もうと考えている専門分野のありようが相対化されてみえてくるはずです。 

本講座は、オムニバス形式の講義で、がんを医学はもとより、政治、経済、社会など様々な

領域から捉える問いへの探求を軸として、日本とアジアの未来のありようを読み解いてい

く講義です。 詳細は下記を参照ください。 

http://siccn.org/156.html 

 

次回は、波平恵美子先生から、「質的研究はエッセーなのか？」という、文系の学びの場に

いるものにとっての永遠の課題ともいうべき事柄への学知の在り方についての講義です。 

 

http://siccn.org/156.html



